
比企広域市町村圏組合

商号又は名称
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・申請業種を記入の上、申請業種に係る工事の希望の有無、実績割合を記入してください。
・「希望しない工事」欄には、希望しない工事がある場合も無い場合も必ず数字（無い場合は「０」）を記入してください。
・経営事項審査を受けていない業種、申請事業所で建設業許可を受けていない業種は申請できません。
・「電気工事業」「管工事業」「電気通信工事業」「消防施設工事業」の一部の工事については、資格がないと申請できません。
（詳細は、「申請の手引」を御確認ください。）

建設工事請負個別情報

上下水道施設電気設備工事
その他工事

ほ装工事

総合電機設備工事

希望しない工事

割合合計

希望しない工事

割合合計

発電変電設備工事
送配電設備工事
電気設備工事

コンクリート工事
地盤改良工事
外構工事

希望しない工事

割合合計

様式 Ａ－２号

工事名 実績高割合 資　　格　　情　　報 備　考業種名
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土木一式工事
農業土木工事
コンクリート構造物工事
大口径管工事
ニューマチックケーソン工事
シールド工事

鉄骨等組立架設工事
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ＰＣ橋梁工事

希望しない工事

希望しない工事

割合合計

割合合計

建築一式工事
木造工事
軽量鉄骨工事

解体工事
くい工事
場所打ちぐい工事
土工事

申請する業種を記入

※経営事項審査を受けていない業種は、申請
できません。
名簿有効期間内に申請できる業種は、主た

る営業所と代理人を置く事業所を合計して５
業種までです。
５業種以内であっても、他の事業所で申請

した業種を重ねて申請することはできません。

申請する業種のうち、受注希望する工事
分類名の手引の別表１『建設工事』業種
コードの「工事分類名」から選んで記入

【記入例】
建築工事業のうち、「建築一式工事」
「木造工事」「軽量鉄骨工事」を希望。
「プレハブ工事」「コンクリートプレハ
ブ工事」は希望しない。

手引き３頁の工事については、その資格等の登録番号、登録機関

名を記入

※「電気工事業」「管工事業」「電気通信工事業」「消防施設工

事業」を申請する場合は、必ずご確認ください。

資格情報等の記入及び書類の提出がない場合、申請できません。

資格取得者が複数いる場合は、１名分（主な方）の情報を記入

し、その資格情報（届出書等）の写しを提出してください。

経営事項審査で受審した業種の完工高を工事分類名
の工事で割合を振り分け、“受注希望工事”の小計
と“希望しない工事”の割合の合計が“１００％”
となるように、割合（数字）記入

【記入例】
「建築一式工事」６５％
「木造工事」１５％
「軽量鉄骨工事」０％
「プレハブ工事」１５％＋「コンクリートプレハブ
工事」５％＝希望しない工事２０％
割合合計 １００％

※工事分類ベースで詳細な実績が分からない場合は、
実績を概算により按分して合計が１００％となるよ
うに記入
工事の種類を特定できない場合は、工事内容によ

り主な工事に計上するか、または工事高を按分して
それぞれの工事に計上
受注希望工事の実績高割合が０％でも申請希望は

可能

※当該業種の売上げ実績がない場合は、各受注希望
工事、希望しない工事、割合合計の実績高割合に
“０％”と記入


